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令和２年 第３回定例会

一般会計補正予算の主なもの

　令和２年第３回定例会が、９月２日から 11 日までの 10 日間の会期で開催されました。新型

コロナウイルス感染症拡大を防止するため、今回も議員席の一定距離を確保するとともに執行

部の出席人数や傍聴席数に制限を設けて行いました。一般質問は全員が 30 分以内として９人の

議員が登壇し、町政全般についての質問が展開されました。

　令和２年度大子町一般会計補正予算（第５号）の主なものは別表のとおりです。補正後の予

算総額は、歳入歳出それぞれ 126 億 6881 万１千円となります。

　また、国民健康保険事業特別会計 434 万１千円の減額、後期高齢者医療特別会計 85 万７千

円の増額、介護保険特別会計 4041 万８千円の増額、介護サービス事業特別会計 252 万１千円

の増額、浄化槽整備事業特別会計 34 万３千円の増額補正がありました。

　水道事業会計については、86 万１千円の増額のほか、債務負担行為の設定が１件ありました。

令和２年度一般会計補正予算
補正額 2億3549万8千円の増額

歳　　　　入 補　　正　　額

国庫支出金 2 億 1110 万円

町債 1918 万 5 千円

歳　　　　出 補　　正　　額

議会用タブレット導入事業費 240 万 7 千円

職員給与費等 550 万 6 千円

日本郵便と大子町との包括連携事業費 295 万 2 千円

医療機関等事業継続支援金 970 万円

大子産米作付支援事業費 1097 万 6 千円

奥久慈りんご配送支援事業補助金 1554 万 8 千円

奥久慈大子蒟蒻作付支援事業補助金 628 万 6 千円

中小企業者事業継続家賃支援金 1070 万円

大子町振興公社活動継続支援補助金 5973 万 6 千円
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第３回定例会　提出議案等と審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

議案第 72 号 和解及び損害賠償の額の決定の専決処分の承認を求めることについて 原案承認

議案第 73 号 大子町地域福祉計画策定委員会設置条例 原案可決

議案第 74 号 大子町職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 75 号 大子町手数料徴収条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 76 号
大子町消防団の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正
する条例

原案可決

議案第 77 号 大子町の特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定等について 原案可決

議案第 78 号 連続フライヤーの取得について 原案可決

議案第 79 号 大子町過疎地域自立促進計画の変更について 原案可決

議案第 80 号 大子町固定資産評価審査委員会委員の選任について 原案同意

議案第 81 号 令和２年度大子町一般会計補正予算（第５号） 原案可決

議案第 82 号 令和２年度大子町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 83 号 令和２年度大子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 84 号 令和２年度大子町介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 85 号 令和２年度大子町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 86 号 令和２年度大子町浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 87 号 令和２年度大子町水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決

委員会報告
第１号

常任委員会審査報告（予算・決算委員会） 原案可決

議案第 88 号 令和元年度大子町一般会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第 89 号
令和元年度大子町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて

原案認定

議案第 90 号 令和元年度大子町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第 91 号 令和元年度大子町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第 92 号
令和元年度大子町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて

原案認定

議案第 93 号 令和元年度大子町浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第 94 号 令和元年度大子町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
原案可決
及び認定

委員会報告
第２号

常任委員会審査報告（総務経済委員会） 原案可決
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大子町固定資産評価審査委員会委員に佐久間勝海氏を再任
　大子町固定資産評価審査委員会委員の佐久間勝海氏が令和２年 10 月 11 日で任期満了となるため、

引き続き同氏を選任することに同意しました。任期は令和５年 10 月 11 日までです。

大子町公平委員会委員に石井收氏を選任
　大子町公平委員会委員の髙瀨一郎氏が令和２年 11 月 30 日で任期満了となるため、後任に石井收氏

を選任することに同意しました。任期は令和２年 12 月１日から令和６年 11 月 30 日までです。

あなたから出された請願・陳情等は
請願・陳情等名 請願・陳情等者 付託委員会 結　果

教職員定数改善と義務教育費国庫負
担制度堅持のための政府予算に係る
意見書採択を求める請願

水戸市笠原町 978-46
　　　　　茨城教育会館２Ｆ
茨城県教職員組合
代表　杉山　繁　ほか 112 名

文教厚生委員会 採　択

「国に対し『刑事訴訟法の再審規定
（再審法）』の改正を求める意見書」
の提出を求める請願

水戸市見川 5-127-281
日本国民救援会茨城県本部　
会長　田村武夫

総務経済委員会 採　択

※採択された請願・陳情等は、地方自治法第 99 条の規定により国会及び関係省庁等に意見書を提出し
ました。

議案番号 議　　　案　　　名 結　果

委員会報告
第３号

常任委員会審査報告（総務経済委員会） 原案可決

委員会報告
第４号

常任委員会審査報告（文教厚生委員会） 原案可決

議員提出議案
第２号

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し
地方税財源の確保を求める意見書

原案可決

議員提出議案
第３号

刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書 原案可決

議員提出議案
第４号

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見書 原案可決

議案第 95 号 大子町公平委員会委員の選任について 原案同意
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令和元年度歳入歳出決算の認定について
　令和元年度の予算執行における歳入歳出決算の認定については、今年から予算・決算委員会に付託
され２日間にわたり審査が行われました。審査の結果、一般会計の主な事業及び決算並びに特別会計・
水道事業会計（町長提出議案 88 号から第 94 号まで）について原案のとおり認定しました。
　決算内容は別表のとおりです。

　　「予算・決算委員会」とは？
　　町がおこなった事業に対して、正しく予算が使われたかどうかを審査す
る委員会です。令和２年４月から新しく組織された専門委員会で、齋藤議長
を除く12名の議員で構成されており、委員長には野内議員が就任しました。

　　「付託」とは？
　　提案された議案を審査するために、議長が「専門委員会で詳しく調査してください」と依頼する
ことです。
　今回依頼（付託）を受けた予算・決算委員会は、事業を担当した課等から説明聴取をおこなって内
容を審査し、委員会で取りまとめた意見（採択）を審査結果報告書として議長に提出しました。

　　「原案のとおり認定」とは？
　　委員長から審査結果報告書を受け取った議長は、委員会が出した審査結果を議会全体の意見とす
ることに賛成か反対か確認するための採決をおこないます。
　通常は、賛成多数の場合を「可決」、反対多数の場合を「否決」と言いますが、決算の時には「認定」
という言い方をします。
　賛成多数の場合は「認定する」、反対多数の場合は「認定しない」と言い、今回は町長から提出され
たすべての議案（原案）を認定しました。

※資本的収入が資本的支出に対し不足する額 8338 万５千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的
収支調整額 1024 万円、当年度分損益勘定留保資金 7326 万円で補てんしました。

令和元年度　一般・特別・水道事業会計決算
会　　　計　　　別 歳入決算額 歳出決算額

一　　　　般 104 億 1011 万円 3 千円  96 億 2340 万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 23 億 4709 万円 4 千円 22 億 8101 万 1 千円

後 期 高 齢 者 医 療 2 億 4196 万 8 千円 2 億 3405 万 8 千円

介 護 保 険 26 億 4503 万 25 億 3988 万 4 千円

介護サービス事業 815 万 7 千円 815 万 7 千円

浄 化 槽 整 備 事 業 1 億 394 万 2 千円 1 億 380 万 5 千円

※水道事業会計
収益的収支 5 億 1721 万 4 千円 4 億 1900 万 6 千円

資本的収支 9026 万 5 千円 1 億 7365 万 1 千円

予算・決算委員会を進行する野内委員長
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予算・決算委員会の流れ

本 会 議

本 会 議

本会議

委員長報告

質疑・審査

議員定数の半数以上の議員の出席が必要です

委員会での決定を委員長が報告します

議案について質疑を行い詳しく審査（調査）します
※監査委員は決算認定の審議から除かれます。

議案提出

質　疑

採　決

町長または議員が議会に提出します

※予算・決算委員会報告は議長を除く全員が
　委員であるため省略しました。

報告に対する質疑を行います

委員会としての賛否を決定します

議案理由説明

討　論

提出した議案について説明します

議員が「賛成」「反対」の立場から意見を述べます

すべての議案の採決が終了すれば閉会となります

委員会付託

採　決

閉　会

予算や決算に関することは予算・決算委員会
に割り当てられます

議会全体としての賛否を出席議員の過半数で
決定します

予算・決算委員会



一般会計決算認定
◎歳　入
　　財政調整基金額の考え方について伺う。
　　災害や新型コロナウイルス等の発生もあり、緊急時に取崩しができるよう余裕を持つため、現在

の基金額である 12 億円を確保していきたい。

◎総務費
　　ＦＭだいごの放送受信環境を改善するための事業費は 128 万円であるが、決算額は 29 万 4,000

円である。受信困難という家庭もあるが、現状を調査して把握しているのか。
　　屋外アンテナ設置の実績は７件。不具合申出があった場合は調査を行って対応した。今後、職員

をはじめ、電波受信状況の調査を行う。

　　タクシー利用助成事業の免許返納者への助成は、４分の３の補助を継続して使っていけるのか。
　　現時点では、４分の３の補助利用者に対して、継続していく予定である。

◎民生費
　　放課後児童クラブ事業の利用者の推移と今後の展開は。
　　まいん 61 人、だいご保育園 24 人、南中学校 35 人、合計 120 名。指導員の確保が課題であり、放

課後子ども教室スタッフへの声がけや保育士ＯＢなどの人材確保に努めている。

◎衛生費
　　令和元年度は災害があり繰り越された額が大きいが、８億 400 万円の衛生費の繰越額について伺

う。
　　台風被災による建物の公費解体費とその運搬・処分費及びし尿収集車の購入費である。

◎農林水産業費
　　囲いわなの原材料支給では、効果をどのように検証しているか。
　　鉄製の囲いわなが２基で、２頭の捕獲があった。

◎商工費
　　奥久慈大子まつりは中止だったが 387 万円の支出の内容は。
　　台風により直前での中止となったため、準備費用として会議費、事務費、ステージや、出演者謝礼、

仮設の電気工事等を含めた事業費、広報宣伝費、交通整理費を支出している。

◎土木費
　　住宅リフォーム助成金の実績と制度の改善は。
　　実績は 230 件で、限度額を 50 万円と制度を拡充し、台風被害の方には３年間の助成の縛りを免除

している。なお、木造住宅助成金は、地域材を使用し地域の工務店により建てる制度なので、利用
者のニーズを調査しながら検討したい。

◎消防費
　　決算書に防火水槽の記載がないが、令和元年度は設置がなかったのか。
　　３基を目標に隔年計画で行っており、令和２年度に、高柴、大生瀬、川山に設置予定である。

◎教育費
　　各学校から要望があったカーテンの交換は行われたか。
　　令和２年度に必要なところについて対応したい。

特別会計決算認定
◎国民健康保険事業
　　ジェネリック医薬品の利用促進の効果は。
　　国民健康保険では、令和元年８月から令和２年７月までの１年間で約 80 万円の負担軽減となった。

利用率は令和２年４月現在で、79.1％、県内で 27 位、前年に比べ 4.37％増加した。

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

答

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問
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予算・決算委員会での主な質疑（一部を抜粋して掲載しています）



◎介護保険特別会計
　　居宅介護サービス給付費は例年高額になっていが、今後の予想は。
　　現状よりも微増すると見込んでいる。都市部では今後 65 歳以上が増え 65 歳以下は減っていくが、

大子町は両方とも減っていく第３段階的な状況になっている。

◎浄化槽整備事業特別会計
　　令和元年度の浄化槽設置数と町全体の設置率はどれくらいか。また、負担割合は。
　　年間設置数が 55 基で全体の設置率は 39.5％であり、人槽に応じた加入分担金を負担してもらう。

◎水道事業会計剰余金の処分及び決算
　　町全体では年間どれくらいの水が作られ、どれくらいの量が家庭で使用されていてるのか。また、

その割合は。
　　令和元年度に作った水（年間配水量）は 291 万 1071 立方メートルで、そのうち家庭で使用された

水の量（有収水量）は 177 万 5496 立方メートルなので、使用率（有収率）は約 61％である。

答

答

答

問

問

問
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令和２年第２回臨時会

〈令和元年度主な事業と事業費〉

　令和２年第２回臨時会が７月 16 日に開催され、町長から提出された議案４件について原案どおり可
決されました。

◆財産の取得について
　町が取得しようとしている物品の予定価格が 700 万円以上の場合は、議会の議決が必要です。

● 地方創生推進交付金事業	 63 万 8千円
● 新庁舎建設事業	 9854 万 9千円
● 環境衛生施設整備事業	 768 万 1千円
● 土地改良事業（農林課分）	 4059 万 2千円
● 土地改良事業（建設課分）	 289 万 9千円
● 茶の里公園施設整備事業	 532 万 7千円
● 林道開設改良事業	 1653 万 4千円
● 道路新設改良事業	 2 億 1314 万 4千円
● 消防施設整備事業	 2715 万 6千円
● 小学校施設整備事業	 5028 万 4千円
● 中学校施設整備事業	 3089 万 2千円
● 公民館・コミュニティセンター整備事業	 2612 万 7千円
● 第 74 回国民体育大会推進事業	 419 万 1千円

第２回臨時会　提出議案と審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

議案第 68 号 学習用ノートパソコンの取得について 原案可決

議案第 69 号 公用バスの取得について 原案可決

議案第 70 号 令和２年度大子町一般会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第 71 号 令和２年度大子町水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決
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町に対し、新型コロナウイルス感染症拡大防止策に関する申し入れをしました

　令和２年 10 月 16 日に齋藤議長と金澤副議長が役場町長室を訪問し、新型コロナウイルス感染症拡
大防止策に関する申入書を高梨町長に提出しました。
　これは、コロナ禍において、議員研修視察を実施することが困難であることから、当該予算を減額
して、その財源を新型コロナウイルス感染症対策に活用するよう、議会が町に対して申し入れ（要望）
をしたものです。内容は次のとおりです。

【申入書】
　新型コロナウイルス感染症については、県内では第２波の発生がみられたものの、現在は新たな感
染者数は減少傾向にありますが、依然として収束の目処がつかない状況です。感染症対策と社会経済
活動の両立を図りながら、地域の情勢に合わせた対策を講じていく必要があることは、世界共通の認
識だと理解しています。
　貴職におかれましては、高齢化率の高い当町の状況を念頭に置き、様々な対策に御尽力いただいて
おりますことに、心から敬意を表します。
　議会活動におきましても、新型コロナウイルス感染症の状況
を把握しながら、対策を講じ活動してきたところですが、年度
内の県外等への研修視察などは実施が困難と判断したところで
す。大子町議会では、町民の健康と生命を守り、町民生活の安
定や事業者への経済活動のためのさらなる支援策に必要な財源
として、議員研修視察にかかる予算を下記のとおり削減するこ
とを決定いたしました。つきましては、この財源を活用して、
町民ニーズに合った新型コロナウイルス感染症対策をされるよ
う申し入れます。

記

　１　議会費のうち議員研修視察にかかる旅費及び借上料　　2,254 千円

　永年にわたり町議会議員として町の発展に貢献された４名の方に感謝状が贈呈されました。（本

人の希望により１名の方は辞退）

　８月 25 日に行われた贈呈式には吉成好信さん

と藤田英夫さんが出席され、高梨町長から感謝状

と記念品を受け取りました。

　・吉成　好信さん　（在職期間34年８月）

　・岡田　敏克さん　（在職期間９年４月）

　・櫻岡　義信さん　（在職期間８年）

　・藤田　英夫さん　（在職期間５年４月）

新型コロナウイルス感染症拡大防止策に関する申入れ・感謝状贈呈

感謝状が贈呈されました



スマホで「議会中継」を見ませんか！
　定例会及び臨時会のすべてを生中継するとともに、閉会後は録画配信も行っています。
スマートフォンでも見ることができます。
※一般質問者ページ下部にあるＱＲコードにより、質問者を検索することができます。

ホームページから スマートフォンから大子町議会中継 クリック検索検索クリック議会中継
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一般質問とは・・・
　定例会において、議員が町民の代表として、行政全般にわたり町の考え方や施策の進ちょく状況、
将来における施策方針等をただすことです。
　また議員は、町長等の答弁を受け、疑問をただすことはもとより、町民の立場に立った事務事業の
改善や施策提言をすることも、議員の重要な権限です。

令和２年 第３回定例会

町政に
ここが聞きたい！これを言いたい！
9人の議員が一般質問！！

質　　問　　内　　容 ページ 質　　問　　者

造血幹細胞移植後の助成は
町における小学校の少人数制学級の推進は

P.11 福田　祥江　議員

駅近くに学生の学習場所整備を
奥久慈サイクルツーリズムの進ちょく状況は

P.12 大森　勝夫　議員

避難所や学校に非常食の備蓄を
代替地を含めた消防庁舎の計画的な建設を

P.13 藤田　　稔　議員

ペットとの同行避難の推進を
観光誘客につながる『ドッグラン』の整備を
新たな地域資源や歴史財産の発掘を

P.14 飯村　　剛　議員

新庁舎建設に関する住民説明会の開催は
テレワーク等を実施した効果と問題点

P.15 菊池　富也　議員

ワーケーション推進について
新型コロナウイルス対策の総括と今後

P.16 川井　正人　議員

住民協働による資源ごみ収集の事業化を P.17 菊池　靖一　議員

産廃の不法投棄に早急な対応を
ポナイの森の現状と今後の活用計画は

P.18 中郡　一彦　議員

PCR 検査を積極的にすべきでは
ルネサンス高校の運営状況は
コロナ感染症対策支援金について

P.19 金澤　眞人　議員

一般質問目次



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
福
田
】
造
血
幹
細
胞
移
植
は
、

白
血
病
や
リ
ン
パ
腫
な
ど
正
常

な
血
球
を
作
り
出
せ
な
い
状
態

の
血
液
疾
患
を
治
す
た
め
に
行

わ
れ
、
骨
髄
移
植
、
臍
帯
血
移

植
、
末
梢
血
管
細
胞
移
植
が
あ

る
。
造
血
幹
細
胞
移
植
を
受
け

た
方
は
そ
の
移
植
前
に
予
防
接

種
な
ど
で
得
た
免
疫
力
を
失
っ

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ

で
、
病
気
が
一
段
落
し
て
か
ら

再
度
予
防
接
種
を
受
け
直
す
必

要
性
が
出
て
来
る
が
、
こ
れ
は

全
額
自
己
負
担
で
あ
る
。
今
ま

で
大
子
町
で
こ
の
予
防
接
種
に

対
し
て
助
成
を
検
討
し
た
こ
と

が
あ
る
か
伺
う
。

【
健
康
増
進
課
長
】
平
成
30
年

度
に
他
の
議
員
よ
り
、
成
人
の

骨
髄
移
植
を
受
け
た
方
の
再
接

種
の
助
成
は
で
き
な
い
か
提
案

が
あ
っ
た
。
当
時
、
県
内
市
町

村
の
助
成
状
況
は
２
つ
の
市
が

20
歳
未
満
を
対
象

と
し
助
成
を
始
め

た
ば
か
り
で
あ
っ

た
。
提
案
が
あ
っ

た
成
人
の
方
の
助

成
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
県
内
市
町

村
の
助
成
状
況
や

国
の
方
針
を
見
な

が
ら
考
え
る
こ
と

と
し
た
。

【
福
田
】
病
気
に

な
り
生
命
が
脅
か

さ
れ
て
い
る
上

に
、
経
済
的
負
担

も
大
き
く
な
る
。

か
と
い
っ
て
接
種
し
な
い
と
、

命
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。
町

と
し
て
病
気
に
な
っ
た
方
を
助

け
る
た
め
に
助
成
の
対
象
に
で

き
る
か
を
伺
う
。

【
健
康
増
進
課
長
】
現
在
、
県

内
で
、
助
成
し
て
い
る
の
は
９

市
町
村
で
あ
り
、
対
象
者
は
20

歳
未
満
で
主
治
医
が
再
接
種
を

必
要
と
認
め
る
者
と
し
て
い

る
。
20
歳
未
満
と
し
て
い
る
理

由
は
、
学
校
生
活
に
お
い
て
集

団
化
が
避
け
ら
れ
ず
集
団
感
染

や
蔓
延
の
恐
れ
が
高
い
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
当
町

の
助
成
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は

20
歳
未
満
の
再
接
種
者
の
全
額

助
成
を
今
後
整
備
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

【
福
田
】
小
学
校
の
学
級
編
制

は
、
茨
城
県
で
は
、
１
、
２
年

生
は
35
人
、
そ
れ
以
上
の
学
年

は
40
人
で
あ
る
。
だ
い
ご
小
学

校
で
は
１
年
生
が
35
人
１
ク
ラ

ス
で
教
室
が
大
変
密
に
な
っ
て

い
る
。
教
育
関
係
団
体
ヒ
ア
リ

ン
グ
で
は
「
30
人
学
級
の
完
全

実
施
を
」
と
の
意
見
が
出
て
い

る
。
小
学
校
に
お
い
て
は
、
幼

児
教
育
か
ら
小
学
校
教
育
へ
の

円
滑
な
移
行
の
た
め
な
ど
、
少

人
数
制
学
級
が
推
進
さ
れ
て
い

た
と
こ
ろ
、
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
児
童
の
距
離
を
保
つ

た
め
に
、
町
と
し
て
さ
ら
な
る

少
人
数
制
学
級
の
推
進
を
考
え

て
い
る
か
伺
う
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
令

和
２
年
度
の
だ
い
ご
小
学
校
４

年
生
に
つ
い
て
は
、
少
人
数
学

級
加
配
に
よ
る
学
級
編
制
の
弾

力
化
に
よ
り
、
本
来
１
ク
ラ
ス

の
所
、２
ク
ラ
ス
と
し
て
い
る
。

来
年
度
以
降
の
町
の
方
針
は
、

茨
城
県
教
育
委
員
会
が
定
め
る

学
級
編
制
基
準
に
基
づ
き
学
級

編
制
を
し
て
い
く
。

【
教
育
長
】
だ
い
ご
小
学
校
の

現
在
１
年
生
に
つ
い
て
は
、
児

童
数
が
増
え
来
年
度
は
２
ク
ラ

ス
に
な
る
。
学
級
編
制
に
は

様
々
な
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る

の
で
引
き
続
き
注
視
し
て
い

く
。

【
福
田
】
児
童
１
人
ず
つ
パ
ソ

コ
ン
が
整
備
さ
れ
る
と
、
さ
ら

に
１
人
当
た
り
の
ス
ペ
ー
ス
が

必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
今

後
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
た

め
に
、
そ
の
場
で
考
え
ら
れ
る

最
善
の
方
法
を
と
っ
て
頂
き
た

い
。
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造
血
幹
細
胞
移
植
後
の
助
成
は

20
歳
未
満
へ
予
防
接
種
の
助
成
を
整
備
し
た
い

福田祥江 議員

色々なワクチンを再接種すると自己負担金が 10 〜 20 万円に
なることもある

答 問

一般質問

町
に
お
け
る
小
学

校
の
少
人
数
制
学

級
の
推
進
は



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
大
森
】
大
子
清
流
高
校
生
と

議
会
の
懇
話
会
で
、
学
校
帰
り

に
グ
ル
ー
プ
学
習
が
で
き
る
場

所
が
欲
し
い
と
の
意
見
が
あ
っ

た
。
学
習
室
な
ど
は
私
語
が
禁

止
さ
れ
、
教
え
あ
う
会
話
も
で

き
な
い
。
友
人
同
士
で
学
習
す

る
の
に
、
適
切
な
場
所
が
な
い

と
嘆
い
て
い
た
。

　

人
が
集
い
雑
談
で
き
る
場
所

と
い
え
ば
、
例
え
ば
大
型
店
の

イ
ー
ト
イ
ン
・
コ
ー
ナ
ー
や
、

県
庁
の
展
望
ロ
ビ
ー
な
ど
で
、

そ
の
よ
う
な
場
所
を
勉
強
に
利

用
し
て
い
る
学
生
を
見
か
け

る
。

　

理
想
的
な
事
例
と
し
て
、
土

浦
駅
ビ
ル
内
の
カ
フ
ェ
・
コ
ー

ナ
ー
が
あ
る
。
客
席
の
一
部
を

学
生
の
学
習
空
間
に
指
定
し
、

コ
ー
ヒ
ー
を
一
杯
購
入
す
れ

ば
、
そ
こ
で
勉
強
で
き
る
。
一

般
席
で
勉
強
す
る
学

生
の
姿
も
あ
り
、
そ

の
席
だ
と
気
兼
ね
な

く
会
話
も
で
き
る
。

　

町
が
民
間
事
例
を

導
入
す
る
こ
と
は
無

理
だ
ろ
う
が
、
中
高

校
生
の
学
習
環
境
の

整
備
は
必
要
だ
と
考

え
る
。
こ
の
課
題
を

町
は
ど
う
と
ら
え
て

い
る
か
。

【
教
育
委
員
会
事
務

局
長
】
町
に
は
「
ま

い
ん
」
に
学
習
室
が

あ
り
「
プ
チ
・
ソ
フ

ィ
ア
」
で
も
学
習
が

で
き
る
。
し
か
し
、
私
語
禁
止

の
制
約
は
あ
る
。
個
人
学
習
と

グ
ル
ー
プ
学
習
の
好
み
の
違
い

は
あ
る
と
思
う
の
で
、
現
施
設

を
有
効
に
活
用
す
べ
き
と
考
え

る
。

【
教
育
長
】
中
学
生
の
場
合
、

ー
リ
ズ
ム
の
進
ち
ょ
く
状
況

は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
事
業
の
目

的
は
、
八
溝
山
や
久
慈
川
な
ど

の
里
山
風
景
と
奥
久
慈
大
子
の

自
然
を
舞
台
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ

を
楽
し
む
旅
行
者
の
勧
誘
で
あ

る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
遅
れ
が

生
じ
て
い
る
が
、
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
事
業
を
10
月
末
ま
で
に
開

始
で
き
る
運
び
に
な
っ
て
い
る
。

【
大
森
】
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事

業
は
、
借
り
手
の
観
光
客
が
、

運
動
後
に
食
事
等
を
す
る
こ
と

で
経
済
効
果
が
期
待
で
き
る
。

ま
た
、
競
技
志
向
の
愛
好
家
向

け
に
、
自
転
車
大
会
の
実
施
な

ど
は
町
の
イ
メ
ー
ジ
と
知
名
度

向
上
が
期
待
で
き
る
。
レ
ジ
ャ

ー
性
と
競
技
性
の
異
な
る
分
野

の
指
針
は
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
自
転
車
愛

好
者
の
分
類
は
、
健
康
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
層
、
ツ
ー
リ
ン
グ
層
、

食
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
層

に
分
け
ら
れ
る
。
エ
リ
ア
や
コ

ー
ス
の
整
備
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
で
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
多

く
の
誘
客
を
目
指
す
。

下
校
時
は
学
校
の
管
理
下
な
の

で
帰
宅
途
中
に
ど
こ
か
で
勉
強

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

【
大
森
】
中
学
生
な
ら
休
日
利

用
が
想
定
で
き
る
。
利
用
対
象

者
の
メ
イ
ン
は
高
校
生
で
あ

り
、
常
陸
大
子
駅
近
辺
に
施
設

が
あ
れ
ば
、
公
共
交
通
を
待
つ

間
に
勉
強
で
き
る
。
大
子
に
帰

っ
て
き
た
高
校
生
な
ら
、
親
の

迎
え
を
待
つ
間
に
勉
強
で
き

る
。
カ
フ
ェ
機
能
が
あ
れ
ば
、

昼
間
は
観
光
客
や
高
齢
者
が
待

合
に
利
用
で
き
る
。
空
き
店
舗

活
用
の
分
野
で
取
り
組
め
な
い

か
。

【
町
長
】 

紹
介
さ
れ
た
事
例
や
、

官
民
で
取
り
組
む
事
例
も
承
知

し
て
い
る
。
こ
の
課
題
は
、
教

育
と
町
づ
く
り
に
関
連
し
、
二

つ
の
課
で
協
議
し
た
答
弁
で
あ

る
。
縦
割
り
を
超
え
、
横
の
連

絡
を
と
っ
て
議
論
を
重
ね
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
大
森
】
奥
久
慈
サ
イ
ク
ル
ツ
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奥
久
慈
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
進

ち
ょ
く
状
況
は

駅
近
く
に
学
生
の
学
習
場
所
整
備
を

現
施
設
を
有
効
に
活
用
す
べ
き

大森勝夫 議員

答 問

一般質問

土浦駅ビル内のカフェ　学習専用席



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
藤
田
】
災
害
発
生
時
に
は
、

各
指
定
避
難
所
に
お
い
て
飲
み

物
や
食
料
を
含
め
て
十
分
対
応

で
き
る
備
蓄
状
況
か
。

【
総
務
課
長
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
用
品
の

不
足
が
予
想
さ
れ
る
物
品
も
含

め
て
備
蓄
を
進
め
て
い
る
。

【
藤
田
】
各
小
・
中
学
校
、
幼

稚
園
、
保
育
園
な
ど
へ
の
最
低

限
の
水
、
非
常
食
の
備
蓄
は
必

要
で
は
な
い
か
。

【
総
務
課
長
】
学
校
関
係
者
と

協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

【
藤
田
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

【
藤
田
】
消
防
庁
舎
は
、
築
40

年
以
上
経
過
し
て
い
る
。
昨
年

の
台
風
19
号
に
よ
る
久
慈
川
の

増
水
で
は
、
庁
舎
前
の
国
道
ま

で
あ
と
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
現

在
、
消
防
庁
舎
等
が
浸
水
想
定

区
域
に
入
り
、
浸
水
想
定
策
に

か
か
る
代
替
場
所
と
し
て
大
子

中
・
だ
い
ご
小
に
移
動
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
町
庁
舎
建

設
に
お
い
て
も
、
建
設
基
金
を

設
置
し
て
進
め
て
き
た
。
代
替

地
を
含
め
て
再
度
考
え
を
伺
う
。

【
財
政
課
長
】
役
場
新
庁
舎
建

設
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
復
旧
を

最
優
先
に
進
め
て
い
る
。
個
別

施
設
計
画
の
策
定
を
予
定
し
て

い
る
。
こ
れ
に
定
め
た
方
針
に

基
づ
き
対
応
し
て
行
く
。
国
の

防
災
、
減
災
事
業
に
対
す
る
財

政
支
援
が
手
厚
く
な
る
可
能
性

も
あ
る
。
消
防
庁
舎
等
の
建
設

等
に
備
え
て
、
庁
舎
建
設
基
金

に
計
画
的
な
積
み
立
て
を
行
っ

て
い
く
。

ス
感
染
症
と
自
然
災
害
時
の
複

合
災
害
に
備
え
、
円
滑
な
避
難

所
の
開
設
、
運
営
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
訓
練
を
早
急

に
実
施
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
総
務
課
長
】
８
月
31
日
に
中

央
公
民
館
で
、
三
密
の
防
止
を

前
提
に
し
た
避
難
所
運
営
方
法

の
確
認
、
用
品
の
確
認
、
体
調

不
良
者
の
受
付
、
簡
易
間
仕
切

り
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
の
組
み

立
て
、
防
護
衣
の
着
脱
訓
練
な

ど
感
染
症
対
策
を
想
定
し
た
避

難
所
運
営
訓
練
を
実
施
し
た
。

【
藤
田
】
体
調
不
良
者
の
定
義
、

体
調
不
良
者
の
施
設
の
確
保

は
。

【
総
務
課
長
】
各
避
難
所
の
部

屋
数
等
施
設
に
差
が
あ
る
。
別

の
公
共
施
設
へ
の
移
送
も
含
め

て
対
応
方
法
を
考
え
て
い
る
。

【
藤
田
】
訓
練
に
参
加
出
来
な

か
っ
た
職
員
に
対
し
て
は
。

【
総
務
課
長
】
職
員
の
メ
ン
バ

ー
を
入
れ
替
え
て
の
訓
練
や
一

定
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
よ
う
な
手

順
が
分
か
る
も
の
を
残
し
た

い
。

【
藤
田
】
自
宅
の
２
階
の
浸
水

の
危
険
が
な
い
場
所
、
が
け
や

斜
面
か
ら
離
れ
た
安
全
な
場

所
、
親
戚
や
友
人
宅
な

ど
へ
の
避
難
も
密
を

避
け
る
方
法
で
あ
り
、

町
民
に
周
知
す
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
が
。

【
総
務
課
長
】
９
月
中

を
目
途
に
、
自
主
防
災

組
織
と
消
防
団
と
が

連
携
を
し
て
浸
水
想

定
区
域
、
土
砂
災
害
警

戒
区
域
に
お
住
い
の

住
民
世
帯
に
早
め
の

避
難
な
ど
を
再
度
周

知
し
て
い
く
事
業
を

進
め
て
い
る
。

【
藤
田
】
自
主
防
災
会

へ
の
補
助
金
は
、
均
等
割
一
万

円
、
一
世
帯
百
円
で
、
訓
練
や

備
品
の
購
入
、
事
業
な
ど
は
で

き
な
い
。
事
業
の
申
請
を
す
る

と
町
の
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
ら
な
い
か
。

【
町
長
】
自
主
防
災
会
と
消
防

団
の
連
携
の
中
で
何
が
必
要
な

の
か
、
ど
う
い
う
ス
タ
イ
ル
で

貢
献
し
て
行
け
ば
い
い
の
か
、

よ
り
深
く
話
し
合
っ
て
頂
い
た

う
え
で
町
と
し
て
も
支
援
、
協

力
し
て
行
き
た
い
。
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避
難
所
や
学
校
に
非
常
食
の
備
蓄
を

学
校
関
係
者
と
協
議
を
し
て
い
く

藤田　稔 議員

答 問

一般質問

代
替
地
を
含
め

た
消
防
庁
舎
の
計

画
的
な
建
設
を

感染症対策を含めた訓練の実施を（８月31日に実施した訓練の様子）



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

ル
ク
ラ
イ
ム
ル
ー
ト
利
活
用
協
議

会
を
近
隣
市
町
と
築
い
て
い
る

が
当
町
の
役
割
、関
わ
り
方
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
本
年
１
月

に
設
立
。
監
事
に
副
町
長
が
就

任
。
目
的
達
成
に
向
け
た
各
事

業
の
取
組
を
推
進
し
て
い
る
。

【
飯
村
】
道
の
駅
に
、レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
設
置
を
計
画
し
て
い
る

が
、
進
ち
ょ
く
状
況
及
び
費
用

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
10
月
に

事
業
を
開
始
。
１
台
貸
出
費

は
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車

３
０
０
０
円
。
ロ
ー
ド
バ
イ
ク

（
上
級
者
向
け
）
ク
ロ
ス
バ
イ

ク
２
０
０
０
円
。
キ
ッ
ズ
バ
イ

ク
（
子
供
用
）
１
０
０
０
円
。

【
飯
村
】
走
行
中
の
ト
ラ
ブ
ル

の
対
応
と
し
て
町
内
の
自
転
車

店
と
連
携
を
図
っ
て
い
く
と
思

う
が
、
万
が

一
、
事
故
に

遭
っ
て
し
ま

っ
た
場
合
の

保
険
は
あ
る

の
か
。

【
観
光
商
工

課
長
】
協
力

店
が
整
備
点

【
飯
村
】
災
害
時
に
お
い
て
、

迅
速
に
避
難
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
人
口
減
少
、
核
家
族
化
に

伴
い
、
も
は
や
ペ
ッ
ト
を
家
族

の
一
員
と
し
て
捉
え
て
い
る

方
々
が
置
き
去
り
に
し
て
避
難

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
は

な
い
の
か
。
環
境
省
で
は
同
行

避
難
に
つ
い
て
、
自
治
体
に
呼

び
か
け
を
し
て
い
る
が
、
当
町

に
お
い
て
は
救
済
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
今
後
の
社
会
動

向
、
町
民
の
意
識
を
注
視
し
て

考
え
て
い
き
た
い
。

【
飯
村
】
近
年
で
は
、
や
す
ら

ぎ
、
憩
い
を
求
め
る
傾
向
と
し

て
、
ペ
ッ
ト
に
対
す
る
需
要
が

高
く
、
同
伴
旅
行
や
共
に
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
る
ド
ッ
グ
ラ
ン
等

の
整
備
が
推
進
さ
れ
て
き
て
い

る
。
当
町
は
自
然
環
境
が
豊
か

検
を
行
い
、
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
付
帯

保
険
で
対
応
す
る
。

【
飯
村
】
環
境
整
備
は
ど
の
よ

う
に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
路
面
標
示

や
舗
装
路
の
補
修
を
県
と
町
で

行
う
。
Ｐ
Ｒ
等
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
情
報
の
充
実
を
図
る
。

【
飯
村
】
子
供
た
ち
や
高
齢
者

等
が
町
を
ゆ
っ
く
り
と
周
遊
で

き
る
独
自
の
ル
ー
ト
を
開
発
す

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
サ
イ
ク

リ
ス
ト
の
お
も
て
な
し
を
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
ヒ
ル
ク
ラ

イ
ム
を
含
め
た
７
つ
の
ル
ー
ト

を
紹
介
し
て
い
る
。
経
済
効
果

を
図
る
た
め
、
町
民
へ
の
周
知

を
行
い
、
事
業
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
だ
だ
き
な
が
ら
向
上
に

つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

で
、
広
大
な
敷
地
も
多
い
。
ペ

ッ
ト
を
連
れ
た
観
光
誘
客
に
つ

な
が
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
期
待
が
持
て
る
と
思
う
が
、

町
と
し
て
の
考
え
を
伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
新
し
い
観

光
需
要
と
捉
え
て
い
る
。
誘
客

の
効
果
等
は
、
今
後
の
動
向
を

み
て
考
え
て
い
き
た
い
。

【
飯
村
】
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
整
備

に
よ
り
、
有
事
の
際
に
は
避
難

所
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
出

来
る
と
思
う
が
。

【
総
務
課
長
】
社
会
情
勢
を
み

て
考
え
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

【
飯
村
】
国
や
県
で
は
、地
域
活

性
化
の
起
爆
剤
と
し
て
、サ
イ
ク

リ
ン
グ
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。当
町
で
も
奥
久
慈
里
山
ヒ
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ペ
ッ
ト
と
の
同
行
避
難
の
推
進
を

社
会
動
向
、
町
民
の
意
識
を
注
視

飯村　剛 議員

答 問

一般質問

ペットと飼い主の希望を叶える場所『ドッ
グラン』

走行中のトラブルに町内の自転
車店『サイクルドクター』の存
在は欠かせない

新
た
な
地
域
資
源

や
歴
史
財
産
の
発

掘
を

観
光
誘
客
に
つ
な

が
る
『
ド
ッ
グ
ラ

ン
』
の
整
備
を



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
菊
池
】
役
場
新
庁
舎
建
設
の

進
ち
ょ
く
状
況
と
進
入
路
及
び

住
民
説
明
会
に
つ
い
て
伺
う
。

　

北
田
気
地
区
住
民
に
対
す
る

新
庁
舎
建
設
工
事
の
説
明
会
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
伴
い
中
止
に
な
っ
た
。
地

区
住
民
か
ら
の
意
見
や
要
望
に

は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
既
存
施
設
の
解

体
工
事
や
進
入
路
工
事
に
つ
い

て
の
概
要
は
回
覧
に
よ
り
地
区

住
民
に
報
告
し
た
。
意
見
や
要

望
に
つ
い
て
は
、
書
面
や
電
話

等
で
の
受
付
を
庁
舎
建
設
準
備

室
で
行
っ
て
い
る
が
、
北
田
気

地
区
の
説
明
会
は
改
め
て
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

【
菊
池
】新
庁
舎
関
連
工
事
の
発

注
状
況
と
今
後
の
工
事
予
定
は
。

【
総
務
課
長
】
解
体
工
事
は
発

注
し
、
進
入
路
整
備
工
事
を
予

定
し
て
い
る
。
年
度
内
に
本
体

工
事
の
発
注
を
、
ま
た
来
年
度

に
外
構
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

【
菊
池
】
本
体
の
設
計
を
木
造

建
築
に
変
更
し
た
が
、
実
施
設

計
は
で
き
た
の
か
。

【
総
務
課
長
】

現
在
、
実
施

設
計
に
お
け

る
詳
細
図
面

を
作
成
中
。

12
月
末
の
完

成
を
予
定
し

て
い
る
。

【
菊
池
】
北

田
気
地
区
内

の
町
道
は
狭

く
、
側
溝
に
蓋
の
な
い
場
所
が

多
い
。
工
事
が
始
ま
れ
ば
、
車

両
の
通
行
が
増
え
危
険
で
あ
る
。

対
応
策
は
あ
る
か
。

【
総
務
課
長
】
建
設
課
と
協
議

し
、
対
応
し
た
い
。

【
建
設
課
長
】
庁
舎
建
設
関
連

工
事
の
増
加
に
伴
い
、
車
両
の

通
行
量
も
多
く
な
り
、
危
険
な

状
況
が
考
え
ら
れ
る
。
現
地
確

認
を
実
施
す
る
と
と
も
に
関
係

者
間
で
連
携
を
図
り
な
が
ら
進

め
た
い
。

が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。

【
総
務
課
長
】
通
常
勤
務
の
中

で
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
優
先

し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
結
果

と
し
て
時
間
外
勤
務
で
補
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
ま

た
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
は
、

会
場
が
分
散
し
て
い
た
り
職
員

の
休
暇
等
に
よ
り
少
人
数
で
の

体
制
で
対
応
す
る
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
状
況
が
あ
り
、
誤
解
を
招

い
た
か
も
し
れ
な
い
。

【
菊
池
】
町
営
施
設
等
の
利
用

に
つ
い
て
、
対
応
が
ま
ち
ま
ち

で
は
な
い
か
。
中
央
公
民
館
関

連
施
設
、
ま
い
ん
な
ど
管
理
施

設
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
案

内
が
一
貫
し
て
い
な
い
と
思
う

が
。

【
総
務
課
長
】）
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
や
憩
い
の
森
宿
泊
施
設
な

ど
の
県
有
施
設
は
茨
城
県
の
判

断
基
準
に
よ
り
対
応
し
て
お
り
、

町
有
施
設
に
つ
い
て
は
、
高
齢

化
率
が
高
い
状
況
等
を
考
え
な

が
ら
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
表

現
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
誤
解

の
な
い
よ
う
に
今
後
と
も
説
明

す
る
。

【
菊
池
】
建
設
予
定
地
は
、
現

在
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
が
、
舗
装
さ
れ
る
と

雨
水
処
理
に
問
題
が
出
る
の
で

は
な
い
か
。
周
囲
は
住
宅
地
が

あ
る
の
で
、
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
敷
地
の
外
構
設

計
の
中
で
、
側
溝
の
敷
設
を
考

え
て
い
る
。
今
後
、
更
に
現
地

確
認
と
地
域
住
民
と
の
協
議
を

基
に
対
処
し
た
い
。

【
菊
池
】
町
職
員
が
実
施
し
た

テ
レ
ワ
ー
ク
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
効
果
は
。

【
総
務
課
長
】
通
勤
時
間
、
休

憩
時
間
を
家
事
や
育
児
等
に
充

て
る
こ
と
が
で
き
た
。
会
議
の

資
料
・
報
告
書
作
成
等
は
、
集

中
し
て
業
務
が
で
き
た
。
ま
た
、

職
場
で
の
感
染
症
対
策
に
有
効

だ
っ
た
。

【
菊
池
】
時
間
外
勤
務
の
増
加

に
な
っ
て
は
い
な
い
か
。
ま
た
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
活
用
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テ
レ
ワ
ー
ク
等
を

実
施
し
た
効
果
と

問
題
点

新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
住
民
説
明
会
の
開
催
は

北
田
気
地
区
説
明
会
は
改
め
て
実
施

菊池富也 議員

答 問

一般質問

解体中の体育館

側溝のない町道



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
事
が
重
要
で

あ
る
。
候
補
と
し
て
旧
西
金
小

学
校
を
改
修
し
て
、
地
域
の
人

が
大
切
に
し
て
い
る
思
い
出
の

校
舎
を
大
子
ら
し
さ
と
し
て
提

供
で
き
れ
ば
、
地
域
振
興
や
新

た
な
職
の
創
設
に
も
つ
な
が
る

と
思
う
が
、
考
え
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
旧
西
金

小
学
校
は
、
西
金
駅
等
立
地
面

で
活
用
し
や
す
く
、
趣
の
あ
る

校
舎
で
他
の
拠
点
と
の
差
別
化

を
十
分
に
図
れ
る
が
、
改
修
に

多
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
、
文

化
財
と
し
て
の
制
限
が
あ
る
こ

と
か
ら
慎
重
に
判
断
し
て
い
き

【
川
井
】
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

は
、
ワ
ー
ク
（
働
く
）
と
バ
ケ

ー
シ
ョ
ン
（
休
暇
）
を
結
び
つ

け
た
造
語
だ
が
、
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
対
し
て
の
認
識
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
テ
レ
ワ

ー
ク
を
活
用
し
観
光
地
な
ど
で

休
暇
を
楽
し
み
な
が
ら
仕
事
を

す
る
事
、
ま
た
観
光
以
上
移
住

未
満
と
い
う
側
面
を
持
ち
、
移

住
・
定
住
へ
の
足
掛
か
り
に
な

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

【
川
井
】
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進
は
、
観
光
地
の
支
援
、
ま

た
関
係
人
口
を
拡
大
さ
せ
最
終

的
に
定
住
人
口
の
促
進
に
繋
が

る
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
た
非
常
に
重
要
な
施
策
で
あ

る
。
委
託
事
業
で
あ
る
が
、
達

成
目
標
は
明
確
か
、
ま
た
委
託

し
た
上
で
の
町
の
関
わ
り
方
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
モ
ニ
タ

ー
ツ
ア
ー
の
企
画
・
開
催
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
活
用
、
育

成
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
目
標
を

定
め
て
い
る
。
ま
た
県
、
町
、

委
託
業
者
で
連
携
し
推
進
す
る
。

【
川
井
】
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
は
作
成
す
る
の
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
今
定
例

会
で
予
算
を
計
上
し
、
茶
の
里

公
園
の
茶
室
に
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー

ス
を
整
備
し
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
、
り

ん
ご
狩
り
、
茶
摘

み
体
験
、
キ
ャ
ン

プ
場
で
の
星
空
観

察
等
の
プ
ラ
ン
を

検
討
し
て
い
る
。

た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
川
井
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
事
業
に

対
し
て
、
現
時
点
で
の
総
括
並

び
に
今
後
の
町
民
に
対
す
る
支

援
策
を
伺
う
。

【
町
長
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
が
創
設
さ
れ
、
１
次
申

請
分
と
し
て
１
億
１
７
４
９
万

５
千
円
が
交
付
さ
れ
、
２
次
補

正
予
算
と
し
て
３
億
８
７
８
０

万
円
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
臨
時

交
付
金
を
有
効
に
活
用
し
、
住

民
生
活
及
び
地
域
経
済
の
早
期

回
復
を
図
り
、
地
域
経
済
を
守

る
た
め
必
要
な
支
援
や
施
策
の

充
実
を
図
っ
て
き
た
。
今
後
も

長
期
化
の
様
相
を
呈
し
て
お
り
、

高
齢
化
率
に
沿
っ
た
策
を
講
じ
、

農
林
業
や
観
光
の
支
援
、
ま
た

困
難
な
学
校
生
活
を
送
る
子
供

た
ち
や
子
育
て
世
代
に
対
し
て

も
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
最
善
の

支
援
を
し
て
い
く
。

【
川
井
】
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
ラ
ン

作
成
の
た
め
、
積
極
的
に
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
る

企
業
を
招
い
た
研
修
等
を
実
施

す
る
考
え
は
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
先
進
的

な
企
業
が
参
画
す
る
こ
と
で
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
誘
致
に
高
い

効
果
が
期
待
で
き
る
、
ま
た
魅

力
あ
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
作
成
は
最
も
重
要
な
も
の
と

考
え
て
い
る
。

【
川
井
】
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

拠
点
は
他
市
町
村
と
の
競
争
で

選
ば
れ
る
施
設
で
あ
る
必
要
が

あ
り
、
他
市
町
村
と
の
差
別
化

や
大
子
の
魅
力
、
交
通
の
便
等
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ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
に
つ
い
て

移
住
・
定
住
の
足
が
か
り
と
な
る

川井正人 議員

答 問

一般質問

廃校利用の実例（レストラン）

廃校利用の実例（ギャラリー）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
の
総
括

と
今
後



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
菊
池
】
大
子
町
は
、
ご
み
の

減
量
化
と
循
環
型
社
会
へ
の
転

換
を
目
指
し
、
分
別
収
集
に
よ

る
資
源
化
を
推
進
し
て
い
る
。

し
か
し
、
可
燃
ご
み
の
量
、
資

源
化
率
と
も
に
横
ば
い
状
態
が

続
い
て
い
る
。
今
後
の
取
組
は
。

【
生
活
環
境
課
長
】
令
和
元
年

度
の
焼
却
量
は
５
５
１
２
ト
ン
、

資
源
化
率
は
14
・
94
％
で
、
過

去
３
年
の
数
値
と
比
較
す
る
と

ご
指
摘
の
と
お
り
横
ば
い
で
あ

る
。

　

可
燃
ご
み
の
減
少
、
資
源
化

率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
に
「
ご
み
の
出
し
方
リ
サ

イ
ク
ル
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
や
、
お

知
ら
せ
版
等
に
ご
み
の
分
別
方

法
、
紙
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
で

資
源
化
で
き
る
も
の
を
掲
載
し

て
啓
発
を
行
っ
て
き
た
。

　

今
年
度
は
、
地
域
に
出
向
い

て
可
燃
ご
み
の
減
量
化
及
び
資

源
化
率
の
向
上
に
意
識
を
も
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

【
菊
池
】
町
民
の
ご
み
に
対
す

る
意
識
を
ど
う
感
じ
て
い
る
か
。

【
生
活
環
境
課
長
】
環
境
問
題
、

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
、
意

識
を
高
く
持
っ
て
い
る
方
も
い

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
温
度
差
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

る
。

【
菊
池
】
私
も
同
感
で
、
同
時

に
町
全
体
と
し
て
取
り
組
む
力

に
弱
さ
を
感
じ
て
い
る
。

　

町
長
が
公
約
に
掲
げ
た
ま
ち

づ
く
り
に
は
、
環
境
問
題
に
対

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
記
憶

し
て
い
る
が
、
水
害
な
ど
に
よ

り
温
暖
化
対
策
に
も
目
を
向
け

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
が
ト
ッ
プ
と
し
て
の

考
え
は
。

【
町
長
】
ご
み
の
減
量
化
は
、

一
人
一
人
の
努
力
が
結
集
し
た

う
え
で
実
る
数
値
な
の
で
、
今

後
は
、
環
境
問
題
、
ご
み
減
量

の
問
題
に
も
周
知
を
し
っ
か
り

し
て
い
き
た
い
。

【
菊
池
】
大
子
町
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
家
庭
で
不
要

に
な
っ
た
子
供
服
な
ど
、
子
育

て
に
関
す
る
も
の
で
ま
だ
使
え

る
も
の
を
あ
げ
た
り
も
ら
っ
た

り
す
る「
お
さ
が
り
バ
ザ
ー
ル
」

を
行
っ
て
い
る
。
大
変
素
晴
ら

し
い
活
動
で
あ
る
。
こ
の
取
組

を
参
考
に
リ
ユ
ー
ス（
再
利
用
）

館
的
な
も
の
を
考
え
ら
れ
な
い

か
。

【
生
活
環
境
課
長
】
町
全
体
で

の
集
積
所
か
ら
の
回
収
と
環
境

セ
ン
タ
ー
ま
で
の
運
搬
を
住
民

協
働
の
活
動
と
し
て
事
業
化
で

き
な
い
か
。

【
生
活
環
境
課
長
】
環
境
問
題

に
対
す
る
意
識
の
醸
成
と
費
用

負
担
の
軽
減
に
な
る
が
、
地
域

の
集
積
所
に
専
用
ボ
ッ
ク
ス
を

配
置
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
所

が
２
０
０
か
所
あ
る
。
専
用
の

袋
を
作
成
す
る
コ
ス
ト
や
全
地

区
の
意
思
統
一
が
難
し
い
と
判

断
し
て
い
る
。

【
町
長
】
民
間
の
方
々
で
積
極

的
に
取
り
組
む
方
が
い
れ
ば
、

詳
細
を
詰
め
な
が
ら
支
援
も
し

て
い
き
た
い
。

総
合
的
に
取
り
組
む
課
題
な
の

で
、
優
先
順
位
を
よ
く
調
査
し

て
注
視
し
た
い
。

【
菊
池
】
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
拠
点
回
収
を
地
域
の
集

積
所
ま
で
拡
大
す
る
た
め
の
課

題
は
何
か
。

【
生
活
環
境
課
長
】
回
収
量
の

増
加
は
期
待
で
き
る
が
、
専
用

ボ
ッ
ク
ス
・
袋
そ
し
て
車
両
及

び
人
件
費
な
ど
が
必
要
に
な
り

コ
ス
ト
と
の
比
較
で
検
証
が
難

し
い
。

【
菊
池
】
環
境
問
題
は
、
多
少

お
金
が
か
か
っ
て
も
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
が
、
解

決
策
の
一
つ
と
し
て
、
各
地
区
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住
民
協
働
に
よ
る
資
源
ご
み
収
集
の
事
業
化
を

積
極
的
に
取
り
組
む
方
に
は
支
援
す
る

地域の集積所に設置された回収ボックス

菊池靖一 議員

答 問

一般質問



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

容
物
が
分
か
ら
な
い
も
の

も
あ
る
。
有
害
物
質
や
危

険
物
質
な
ど
が
混
入
し
て

い
る
可
能
性
も
あ
る
が
、

町
で
は
こ
う
い
っ
た
物
の

分
析
検
査
な
ど
を
行
っ
て

い
る
の
か
伺
う
。

【
生
活
環
境
課
長
】
投
棄

物
の
な
か
に
有
害
物
質
等

が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
場
合
に
は
、
周
辺

環
境
へ
の
影
響
を
考
え
て

内
容
分
析
を
行
う
。
特
に

河
川
な
ど
へ
流
出
し
環
境

汚
染
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
な
ど

は
優
先
的
に
行
っ
て
い
る
。

【
中
郡
】
つ
く
ば
の
森
か
ら
ポ

ナ
イ
の
森
に
名
称
が
変
わ
っ
て

３
年
に
な
る
。
当
初
は
散
策
路

を
整
備
し
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
基

地
と
し
て
活
用
す
る
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
が
、
現
状
は
事
業

が
進
展
し
て
い
る
状
況
に
な
い
。

今
後
の
活
用
計
画
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

【
中
郡
】
最
近
、
産
業
廃
棄
物

の
不
法
投
棄
が
多
発
し
て
い
る
。

そ
し
て
不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄

物
は
長
期
間
放
置
さ
れ
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。
産
業
廃
棄

物
の
撤
去
に
つ
い
て
は
ど
う
い

っ
た
ル
ー
ル
の
も
と
で
、
撤
去

に
向
け
た
手
続
き
が
な
さ
れ
て

い
く
の
か
伺
う
。

【
生
活
環
境
課
長
】
不
法
投
棄

の
発
見
通
報
を
受
け
た
時
は
、

現
地
の
状
況
確
認
や
土
地
の
所

有
者
等
の
調
査
を
行
い
、
警
察

署
に
連
絡
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
の

強
化
を
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た

県
北
県
民
セ
ン
タ
ー
の
環
境
保

安
課
に
対
し
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
る
。
投
棄
物
の
撤
去
は
、

不
法
投
棄
行
為
者
を
特
定
し
、

そ
の
者
に
撤
去
さ
せ
る
の
が
原

則
だ
が
、
年
々
悪
質
巧
妙
化
し

て
い
て
不
法
投
棄
者
を
特
定
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

不
法
投
棄
者
を
特
定
で
き
な
い

時
は
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
土
地

の
所
有
者
ま
た
は
管
理

者
が
撤
去
す
る
こ
と
に

な
る
。

【
中
郡
】
大
変
難
し
い

問
題
だ
が
、
一
番
迷
惑

し
て
い
る
の
は
不
法
投

棄
さ
れ
た
地
域
の
皆
さ

ん
で
あ
る
。
ま
た
、
観

光
の
町
と
し
て
の
印
象

も
良
く
な
い
と
思
う
。

当
町
と
し
て
不
法
投
棄

物
の
撤
去
に
向
け
て
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
た
対

応
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

当
初
整
備
し
た
散
策
路
も
荒
れ

た
状
態
に
あ
り
、
修
繕
す
べ
き

だ
と
思
う
が
町
の
考
え
を
伺
う
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
地
方
創

生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
整
備

を
進
め
て
い
る
。
今
年
度
駐
車

場
の
整
備
が
完
了
し
引
き
続
き

森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
拠
点
と
し
て

活
用
を
図
る
計
画
で
あ
る
。
ま

た
、
広
大
な
面
積
を
有
し
て
お

り
、
他
に
も
有
効
な
活
用
方
法

が
な
い
か
探
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
散
策
路

の
修
繕
は
、
現
地
の
状
況
を
改

め
て
確
認
し
、
実
施
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

【
町
長
】
不
法
投
棄
さ
れ
た
側

が
撤
去
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
、
理
不
尽
な
状
況
に
あ

る
事
は
私
も
理
解
し
て
い
る
。

パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
っ
か
り
続
け

な
が
ら
、
関
係
各
機
関
に
も
救

済
策
を
働
き
か
け
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
う
。

【
中
郡
】
不
法
投
棄
さ
れ
た
投

棄
物
の
な
か
に
は
粉
砕
さ
れ
内
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産
廃
の
不
法
投
棄
に
早
急
な
対
応
を

関
係
各
機
関
に
救
済
策
を
働
き
か
け
る

中郡一彦 議員

答 問

ポ
ナ
イ
の
森
の
現

状
と
今
後
の
活
用

計
画
は

一般質問

産業廃棄物が不法投棄されているアップルラインの道路
脇（栃原地区）

森林セラピーの拠点として整備を進めるポナイの森



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
金
澤
】
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
気
軽

に
広
く
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
国

や
県
に
働
き
か
け
て
は
。

【
健
康
増
進
課
長
】
指
定
感
染

症
で
あ
り
、
国
の
方
針
の
検
査

体
制
と
な
っ
て
い
る
が
、
最
近

の
国
の
動
き
と
し
て
、
検
査
体

制
の
抜
本
的
な
拡
充
が
掲
げ
ら

れ
、
特
に
感
染
拡
大
地
域
に
お

い
て
医
療
機
関
や
高
齢
者
施
設

関
連
者
が
広
く
検
査
を
受
け
ら

れ
る
環
境
整
備
に
取
り
組
む
と

さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
の
動

向
を
注
視
す
る
。

【
金
澤
】
ル
ネ
サ
ン
ス
高
校
に

お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

影
響
の
下
で
実
際
に
登
校
し
て

授
業
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
３
月
か
ら
の
ス

ク
ー
リ
ン
グ
は
中
止
だ
っ
た
が

８
月
か
ら
は
三
密
の
回
避
に
留

意
し
、
時
間
短
縮
、
分
散
登
校

分
散
授
業
、
衛
生
管
理
を
徹
底

し
て
黒
沢
小
跡
で
の
ス
ク
ー
リ

ン
グ
を
再
開
し
て
い
る
。
那
須

塩
原
駅
か
ら
の
送
迎
も
１
台
20

人
に
半
減
し
、
１
回
あ
た
り
の

ス
ク
ー
リ
ン
グ
参
加
者
も
半
数

に
す
る
な
ど
様
々
な
対
策
を
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

【
金
澤
】
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
発

着
場
所
と
な
っ
て
い
る
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
芝
を
張
り
、
地
元
の
利

用
に
も
供
す
る
と
い
う
話
だ
っ

た
が
現
在
ど
の
よ
う
な
予
定
に

な
っ
て
い
る
か
。

【
総
務
課
長
】
学
校
側
か
ら
駐

車
場
の
整
備
要
望
も
あ
り
、
芝

に
よ
る
整
備
等
も
含
め
12
月
の

予
算
計
上
を
考
え
て
い
る
。

【
金
澤
】
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

支
援
金
の
ひ
と
つ
で
あ
る
持
続

化
給
付
金
の
大
子
町
で
の
申
請

と
給
付
の
状
況
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
国
へ
の
直

接
の
電
子
申
請
な
の
で
全
体
の

把
握
は
で
き
な
い
が
、
国
と
大

子
町
商
工
会
に
よ
る
申
請
サ
ポ

ー
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン
、
商
工
会
の

支
援
に
よ
る
申
請
は
合
計
90
件

と
聞
い
て
い
る
。

【
金
澤
】
い
ろ
い
ろ
な
給
付
金

が
あ
る
が
、
併
せ
て
申
請
で
き

る
も
の
も
あ
る
の
か
。

【
財
政
課
長
】
新
聞
折
り
込
み

や
広
告
誌
へ
の
掲
載
、
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
や
個
別
訪
問
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
様
々
な
方
法
で
周
知

を
図
っ
て
い
る
。

【
観
光
商
工
課
長
】
給
付
金
に

よ
っ
て
併
用
で
き
る
も
の
と
、

で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。

【
金
澤
】
農
業
の
支
援
策
と
し

て
高
収
益
作
物
次
期
作
支
援
金

が
あ
る
が
、
現

在
ま
で
の
申
請

と
給
付
の
状
況

は
。

【
農
林
課
長
】

８
月
末
の
時

点
で
は
概
算

で
46
件
、
申
請

額
２
８
０
２
万

円
と
な
っ
て

い
る
。
支
援

単
価
は
10
ア

ー
ル
当
た
り

５
万
５
０
０
０

円
で
年
度
内
支

払
い
の
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

【
金
澤
】
様
々

な
支
援
金
や
補

助
金
が
あ
る

が
、
し
っ
か
り

と
周
知
さ
れ
、

な
お
か
つ
理
解

さ
れ
て
い
る
状

況
か
。
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コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
支
援
金
に
つ
い

て

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
積
極
的
に
す
べ
き
で
は

国
は
検
査
体
制
の
拡
充
を
予
定
し
て
い
る

ルネサンス高校に生まれ変わった黒沢小学校

金澤眞人 議員

答 問

一般質問

ル
ネ
サ
ン
ス
高
校

の
運
営
状
況
は



　

昭
和
45
年
に
創
刊
さ
れ
た
議
会
だ
よ
り
が
今

年
で
50
年
目
を
迎
え
、
現
在
ま
で
に
２
０
３
号

が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
か
ら
平
成
を
経
て

時
代
は
令
和
へ
。
今
ま
で
に
発
行
し
た
号
数
の

表
紙
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。
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議会だよりの歴史

議
会
だ
よ
り
創
刊
50
周
年

No. 99
「黒沢地区・黒沢中

合同体育祭」

No. ８
「中央公民館建設」

No. 66
「台風 10 号で未曾有の

被害を受けた町内」

No. 142
「グリンヴィラ

開場３周年」

創刊号
「町議会審議風景」

No. 63
「大子広域公園造成」

No. 115
「観光やな」

No. 40
「開通した

袋田観瀑トンネル」

昭
和
60
年
～

平
成
10
年
～

昭
和
45
年
５
月
創
刊（
１
９
７
０
年
）



　
50
年
前
か
ら
ず
っ
と
引
き
継
い
で

き
た
こ
の
想
い
を
、
わ
た
し
た
ち
も

50
年
先
の
未
来
へ
届
け
ま
す
。
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議会だよりの歴史

昭
和
50
年
～

平
成
元
年
～（
１
９
８
９
年
）

令
和
元
年
～（
２
０
１
９
年
）

No. 16
「大子二高造成工事」

No. 74
「湯の里大橋開通」

No. 161
「まいん完成」

No. 20
「第 27 回全国植樹祭

会場造成」

No. 76
「スタート」

No. 197
「シンボル靡

な び

く」

No. 35
「大子小学校」

No. 90
「短冊に願いを込めて」
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長
く
感
じ
て
い
た
中
学
校

生
活
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
、
気
が
つ
け
ば
三
年
生
の

半
分
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

僕
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
よ
う

な
機
械
に
関
す
る
職
業
や
原

子
力
に
関
す
る
職
種
に
関
心

を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
夢
を
実
現
す
る
た
め

に
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

わ
く
わ
く

―
大
子
っ
子
の
夢
、
応
援
し
て
い
ま
す
―

わ
た
し
の
夢

こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、

精
神
面
の
も
ろ
さ
で
す
。
ほ

ん
の
些
細
な
こ
と
で
も
、
す

ぐ
に
打
ち
負
け
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
金
剛
石
の

よ
う
な
折
れ
る
こ
と
の
な
い

精
神
力
を
も
ち
、
ど
ん
な
こ

と
で
も
乗
り
越
え
、
こ
つ
こ

つ
と
努
力
を
積
み
重
ね
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
自
分
の
進
学
先

を
決
め
る
高
校
入
試

に
向
け
て
、
全
身
全

霊
で
進
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

南中３年
介
すけがわ

川　明
あ き お

男さん

委
員
長　

須　

藤　
　
　

明

副
委
員
長　

福　

田　

祥　

江

委　
　

員　

飯　

村　
　
　

剛

委　
　

員　

川　

井　

正　

人

委　
　

員　

齋　

藤　

忠　

一

委　
　

員　

金　

澤　

眞　

人

12
月
定
例
会

　
　
　
　
開
催
予
定

大
子
町
議
会

　
　
　
広
報
委
員
会

Ｆ
Ｍ
放
送
の
お
知
ら
せ

▽
２
日
（
水
）　

開　
　

会

▽
３
日
（
木
）
～
６
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

自
宅
審
議

▽
７
日
（
月
）　

一
般
質
問

▽
８
日
（
火
）　

一
般
質
問

▽
９
日
（
水
）　

一
般
質
問

▽
10
日
（
木
）　

逐
条
審
議

▽
11
日
（
金
）　

逐
条
審
議

　
　
　
　
　
　
　

閉　
　

会

※
詳
細
は
議
会
事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

世
界
中
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
猛
威
を
ふ
る
う
中
、

私
た
ち
に
は
新
し
い
生
活
様

式
・
価
値
観
へ
の
変
換
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
議
会

も
例
外
で
は
な
く
、
感
染
対
策

を
行
い
な
が
ら
の
第
３
回
定
例

会
を
９
月
に
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
子
町
に
お
け
る
課

題
は
感
染
症
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
私
た
ち
議
員
に
は
様
々

な
課
題
に
対
し
て
、
議
会
を
停

滞
さ
せ
る
こ
と
な
く
議
論
し
対

処
で
き
る
、
的
確
か
つ
柔
軟
な

対
応
力
が
今
後
さ
ら
に
求
め
ら

れ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
常

に
町
民
の
皆
様
と
共
に
、
大
子

町
の
未
来
を
見
据
え
た
議
会
で

あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。（

福
田
祥
江
）

あ
と
が
き

　

町
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問

の
様
子
を
Ｆ
Ｍ
だ
い
ご
で
聴
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
放
送
の

ほ
か
録
音
放
送
も
し
て
い
ま
す

の
で
、是
非
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

　

放
送
日
、
時
間
等
は
Ｆ
Ｍ
放

送
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
８
月
５
日
に
発
行

し
た
「
だ
い
ご
議
会
だ
よ
り
No.

２
０
２
号
」
の
編
集
に
一
部
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
菊
池
富
也

議
員
か
ら
の
質
問
「
各
種
工
事

の
適
正
な
価
格
に
関
連
し
た
新

庁
舎
建
設
費
用
」
に
つ
い
て
の

町
執
行
部
か
ら
の
答
弁
は
次
の

と
お
り
で
す
。
お
詫
び
し
訂
正

し
ま
す
。

【
訂
正
後
】

　

財
政
課
長
：
解
体
業
務
の
参

加
業
者
に
つ
い
て
は
、
検
討
す

る
。

【
訂
正
前
】

　

財
政
課
長
：
検
討
す
る
。

　

例
年
開
催
し
て
い
る
議
会
報

告
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
り
今
年
度
は
中
止
し
ま
す
。

掲
載
内
容
の
訂
正
に
つ
い
て

議
会
報
告
会
の
中
止


